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	HAT複合体は、配列特異的な活性化タンパク質と相互作用し、特定の遺伝子を標的とします。ヒストンに加えて、HATは非ヒストンタンパク質をアセチル化できるため、これらの酵素には複数の役割があることが示唆されています。一方、ヒストンの脱アセチル化は「閉じた」クロマチン構造を促進し、典型的には遺伝子活性の抑制につながります。コアヒストン（H2A、H2B、H3、H4）のN末端リジン残基の脱アセチル化を担います。ヒストンの脱アセチル化はエピジェネティック抑制の標識となり、転写制御、細胞周期の進行、そして発生過程において重要な役割を果たします。ヒストン脱アセチル化酵素は、巨大な多タンパク質複合体の形成を介して作用します。MAD、SIN3、YY1、N-CORと会合することで転写抑制複合体を形成します。 DNA複製のS期後期において、DNMT1、DMAP1、PCNA、CAF1からなるもう一つの転写抑制因子複合体においてDNMT1と相互作用する。TSHZ3を脱アセチル化し、その転写抑制活性を制御する。RCOR/GFI/KDM1A/HDAC複合体の構成要素であり、ヒストン脱アセチル化酵素（HDAC）のリクルートメントを介して、多系統血球の発達に関与する多くの遺伝子の発現を抑制する。CRY1によるヒストン脱アセチル化を介して、PER1などの概日リズム標的遺伝子の転写抑制に関与している可能性がある。MTA1を介したTFF1およびCDKN1Aの転写共抑制にも関与する。
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	HeLa 細胞溶解物中の HDAC2 発現のウェスタン ブロット分析。

